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～３月議会定例会冒頭挨拶～（令和２年３月９日） 

 

 令和 2 年第 2 回大町町議会定例会を召集しましたところ、議員の皆様には、

時節柄何かとご多用の中、ご参集賜り厚くお礼申し上げます。 

 今議会に提案します各議案の提案理由を申し上げる前に、行政上の事項につ

いてと、新年度の重点事業等について、若干触れさせていただきます。 

 

昨年 5月に、2期目の町政を任せていただいてから 10か月ほどが経過し、公

約としておりました「子育て支援」や「定住移住促進」、「絆づくり事業」など、

積極的に取り組み、「笑顔あふれる元気な町づくり」、「暮らしやすさと、安心安

全な町づくり」を目指していく、不退転の覚悟でありましたが、ご承知の通り、

8月 28日、佐賀県を中心とした大雨により、大町町は甚大な被害をこうむりま

した。 

その対応から 6 か月が過ぎましたが、今でも避難生活を余儀なくされている

ご家庭が 20 軒を超え、ボタ山をはじめ、60 近くの土砂崩落個所が、町内いた

る所にあり、まだまだ災害の名残り、爪痕が残っている状況にあります。 

町としましても、早期、復旧・復興を目指していくこととしており、1月をも

って、ようやく国の査定が全カ所終了しましたので、迅速に対応すべく、現在
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も測量、設計、復旧工事へと段階的に順次進めておりますが、ボタ山をはじめ

大型の災害関連事業につきましては、複数年掛かると見込んでおり、令和 3 年

度を目途に、完全復興できるよう計画的に取り組んでいきたいと考えています。 

町民の皆様、そして議員の皆様には、ご不安、そして、ご不便をおかけしま

すが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

また、町内外からのご家族のコミュニティの場となっている「ボタ山わんぱ

く公園」につきましては、工事車両の出入りもあり、県との協議の上、安全性

等を確保できれば、利用再開に向けて、検討していきたいと思っています。 

同時に、被災をされた皆様が、一日も早く元の生活に戻っていただけるよう「佐

賀災害プラットフォーム」の協力を得ながら、アセスメント調査を基に、自宅

復帰に向けて全力で取り組んでいきたいと思っております。 

それから、今年に入って、新型コロナウィルスの猛威による感染が、徐々に

世界に広がっており、日本でも感染者がクルーズ船を含めると 1,100人を超え、

経済の先行きや私たちの生活にも大きく影響を及ぼしています。 

幸い、佐賀県では、発症者は確認されていませんが、本町も、対応に万全を

期すため、2月 21日に「新型コロナウィルス対策情報連絡室」を立ち上げ、情

報の収集をはじめ、突然の一斉休校要請や県の補足要請への対応、相談者への

対応、イベント行事の中止・縮小、そして、町民や、職員を含めての情報提供
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や、対応策の周知等を行いながら、今後の状況の変化や急な要請・指示等に戸

惑うことなく、緊張感をもって、「万一」に備えているところでございます。 

余談でありますが、先日、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、大町少

年主催の少年野球大会が、中止になりましたが、父兄の方と話をしている中で、

実は 2月 29日予定をされていた、佐賀開催の「プロ野球オープン戦」で、昨年

の豪雨被災を受けた大町町を代表して、大町少年野球チームが招待を受け、始

球式で、投げる予定だった。それが中止となり、子供たちは一生に一度の晴れ

舞台をあきらめざるを得なかったという事で、本当に落胆の気持ち、悔しい思

いをしたと聞きました。 

子供たちでさえ、つらい思いをしながらも、我慢し、頑張っている。 

職員には、この思いを、強く受け止め、「大町から絶対に感染者を出さない」そ

ういう心構えで、気を引き締めておくよう指示をしているところでございます。 

 

このような状況でありますが、新年度は災害復旧復興等、そして私の公約実

現に向けて、予算編成をさせて頂いたところであります。 

特に、今年度は、統一地方選挙の年であり、骨格予算としていたこともあり、

当初予算ベースで比較して、令和 2年度予算は 33.8％の増となっております。 

詳細につきましては、後もって、担当課長の方から説明をさせることとして
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おりますが、 

町の大きな財源となっております「ふるさと納税寄付金」は、本年度も、全国

から多くの方々の応援を受け、10億円を超えるご寄付をしていただきました。 

全国の皆様のご厚意に、心から感謝するところでございます。 

その意向を踏まえ、有意義に活用させていただきたいと思っておりまして、 

令和 2 年度も、引き続き「子育て支援」や「定住移住促進」、「絆づくり事業」

などを、継続かつ深化・充実させながら、「大町町に住みたい」と思ってもらえ

るような町づくり、特に「子育てするなら大町町」と言ってもらえる町、子育

てに安心と希望が持てる町、そして、子どもたちの声が弾む元気な町を目指し

ていきたいと思っております。 

子育て支援、教育の充実は、人づくりに繋がり、若い世代が増えることによ

って人口の増加にも大きな期待が持てます。 

議員各位におかれましては、趣旨ご理解の上、ご支援賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

 

（提案理由等、詳細につきましては、当ＨＰ町政欄議会会議録をご覧ください。） 


